動力学的震源パラメターを求めるインヴァージョン : 1990年伊豆大島近海地震への適用 by Horikawa, Haruo

















はり かわ はる お
堀 川 晴 央
博 士 (理 学)
理 博 第 1810号
平 成 9年 3 月 24日
学 位 規 則 第 4 条 第 1項 該 当






論文調査委員 教 授 安 藤 雅 孝 教 授 尾 池 和 夫 助教授 中西 一郎













































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
すべり量や破壊開始時刻をパラメタ-とする運動学的モデルは,物理的には不十分だが,その簡便さの
ため,波形データによる震源過程の解析に多く用いられ,破壊過程の多様性を明らかにするという一定の
成果をあげた｡運動学的なモデルによる震源モデルは数多く求められているので,今後は,なぜそのよう
な多様性が生じるのかを探求し,統一的な震源モデルを得る努力が必要である｡ しかし,すべり量や破壊
開始時刻の分布の多様性は,動力学的なパラメタ- (摩擦パラメタ-)の分布に支配されている以上,そ
の分布を求めて,初めて,多様性を知る準備が整ったといえよう｡
申請者は,波形データから動力学的モデルを導く新しいインヴァージョン手法を開発し,摩擦パラメタ
-の分布を推定することを試みている｡ この研究は,摩擦パラメタ-の分布を求めることを目的としてお
り,上記の震源過程の研究の流れを考えると,これからの震源過程の研究の主流をなすと思われる｡
まず,手法を確立するために,非線形インヴァージョンによる波形解析をする際に仮定する,初期モデ
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ルの指針を兄い出すことに重点をおいた研究を行っている｡ 技術的な問題という意味では切り込むべき問
題の本質とは離れるが,インヴァージョンによる答えが,与える初期モデルによっては,大域的な意味で
の最適なモデルを得ることができず,局所的な意味で最適と考えられるモデルを得てしまう可能性がある
以上,初期モデルを立てる際の基準を持つことは,おろそかにできない問題である｡ したがって,初期モ
デルを立てる際の基準を確立させたことは重要な研究成果である｡ また,初期モデルの善し悪しの評価の
ために,相互相関関数を導入したことは,他の非線形な問題を解く際にも応用できる可能性があり,より
一般的な基準となる可能性を秘めている｡
次に,1990年の伊豆大島近海地震を解析した｡得られた結果のうち,深さ方向に摩擦パラメタ-の分布
に着目して震源過程の多様性の成因を考察し,断層の活動歴との関係を論じている｡ また,現在,大きな
問題となっている摩擦法則のすべり速度依存性についても考察し,すべり速度依存性は必要ないとの見解
を示している｡
以上,本主論文は,より物理的な量で震源モデルを推定することに成功し,また,震源過程の多様性の
成因や断層面上での摩擦法則を論じたことは,震源過程の研究に進歩に大きく貢献すると考えられる｡
よって,本論文は博士 (理学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,平成9年1月14日,主論文および参考論文に報告されている研究業績を中心として,これに関連
した研究分野について諮問した結果,合格と認めた｡
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